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帯山小学校４年生のみなさんは、インターネット(Ｚｏｏｍ)を使って視覚障がいを中心に学びました。 

ウ ィズでは 障がい に つい ての理解を 深めてもら う 「 障がい 者サポータ ー研修 」 を 行って
い ます 。学校や職 場 、地域のコ ミ ュニテ ィーセンタ ー など 、様々な場所にお 伺い し ます 。  

発行元：一般財団法人杏仁会 熊本市障がい者相談支援センターウィズ 

九州ルーテル学院大学での「障がい者サポーター研修」も行いました。児童教育や心理を学んでいる学生さ
んを対象に、「視覚障がい者」と「車イス使用者」の疑似体験を行いました。 

児童・保護者さん 
からの感想 

・アイマスクでの移動は、支援の人を信用しないと指示を出されてもとても怖いと思った。また、黙って連れて
いかれるより、周りの景色を教えてもらったり、日常の会話をした方が怖い気持ちが少なくなった。 

・上り坂が続くと、自力で車椅子を押すのが難しく、とても力がいることが分かった。もし、
街中で、上り坂や凸凹道で車椅子を自力で車椅子を押してらっしゃる方を見かけた際に
は、積極的にお手伝いしていきたいと感じた。 

学生さん 
からの感想 

出前講座を受けて頂いた皆様、ご協力頂いた皆様、本当にありがとうございました！！出前講座の依頼も
まだまだ受け付けていますので、興味のある方はぜひウィズまでご連絡ください。 



 ≪ウ ィ ズ の ご 案 内 ≫ 
開館日  月曜～土曜 ※日曜・祝祭日・年末年始はお休みです 

開館時間【月曜～金曜】9:00～17:00 【土曜】9:00～12:30 
電話相談【月曜～金曜】9:00～18:30 【土曜】9:00～12:30 
                      ※その他時間外は留守番電話での対応となります 
住 所  〒862-0972 熊本市中央区新大江3丁目２０－３－１Ｆ 

ＴＥＬ 096-200-1571 ＦＡＸ 096-200-1572 
Email  with-supportcenter@kyouninkai.jp 
編集責任者：大関 宏治 編集者：ウィズスタッフ＆利用者のみなさん 

「障がい者サポーター制度Jとは熊本市の啓発事業の一環として、これまで「障がいJに

ついて知る機会がなかったり、障がいのある人と接する機会がなかった皆さんにも障
がいへの理解を深めてもらい、障がいのある人への支援につなげる取組みです。また、
サポーターの輪を広げることで、「障がいがあってもなくても、誰もが能力を発揮でき、
わくわくして暮らせる熊本市」の実現を目指しています。 

『ご挨拶』 
令和3年10月1日から、センター長に就任致しました「大関宏治(おおぜき こうじ)」と申します。ウィズに

在籍して14年が過ぎ、その間に相談員や機能強化員といった仕事に就いてきました。珍しい名前なので
、ウィズに来られたことがある方は聞き覚えのある名前かと思います。 
さて、現在、新型コロナのまん延防止のためにウィズの利用制限などを実施することもあっていますが

、皆様のご協力とご理解を頂き、活動を続けることができています。ありがとうございます。 
全国的に感染者数が減っていますが、安心して過ごすにはもうしばらく時間が掛かりそうです。このよ

うな状況下ですが、ウィズでは感染防止に取り組んでおりますので、お気軽にお越しください。お待ちし
ております。 

はじめまして。10月からウィズに仲間入りしました緒方咲保(おがた 
さほ)と申します。 
趣味はドライブで熊本県内をどこそこ運転し、いろんな景色（海と
か山とか自然とか街の灯りとか）を見るのが好きです。あと、手芸
も好きで小物から、ポーチ、バッグ等手作りします。ウィズの手芸
の時間など、一緒に活動できるのを楽しみにしています。その他、
いろんな活動やお話しの時間を楽しみたいと思います。よろしくお
願い致します。 

「熊本市障がい者サポーター制度シンボルマーク」です 

 当センターは平成15年5月くまもと青明病院の敷地内に
て精神保健福祉法に基づき、「地域生活支援センター
ウィズ」としてスタート。平成27年4月熊本市の委託を受
けて「熊本市障がい者相談支援センターウィズ」と名称を
変え、現在の場所に移転しました。地域で暮らす障がい
のある方（身体・知的・精神・難病）、そのご家族、住民の
皆さまや関係者から、日常生活や福祉に関するご相談を
お受けしたり、センター内・外での活動やレクリエーション
などを通して仲間作りや交流ができるところです。 ボラン
ティアさんも募集していますので、お気軽にいらっしゃっ
て下さい！ 


